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論文内容の要旨







第二章では、イネ組酵素液中の FDH Cformate dehydrogenase) 活性測定に適用可能で、ある新規活性測定方法の
開発を行っている。また、この方法を適用することにより、イネの粗酵素液中にその活性を検出している。
第三章では、イネ幼植物体から FDH 遺伝子を単離した結果、および、発現について解析した結果について記述して
いる o この遺伝子より予想されるアミノ酸配列が、既知植物 FDH アミノ酸配列と高い相向性を示す事を明らかとし


















(5) イネより FDH 遺伝子を単離し、この遺伝子の機能が FDH であることを明らかとしている o
(6) C 1 化合物の光合成に与える影響について検討を行い、ギ酸およびメタノールの添加により、光合成の光酸化傷
害が軽減されることを見いだしている。
以上、本論文において、イネがメタノールおよびギ酸を吸収・利用する事について明らかにするとともに、これら
の化合物により植物の光合成が改善される可能性について示した。これらの結果は、地球温暖化の要因である Cl 化
合物に対する代謝工学的手法の重要性を示唆するものであり、博士(工学)の学位論文として十分価値あるものと認
める。
? ?ヴ
i
